
は
じ
め
に

菅
原
道
真
仮
託
家
集
・
百
首
は
武
井
和
人
氏
に
よ
っ
て
、
家
集
は
Ａ
〜
F
系

統
の
六
つ
に
、
百
首
も
甲
〜
己
の
六
つ
に
分
類
、
整
理
さ
れ
て
い
る

(

１)

。
し
か
し

複
雑
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
全
体
の
解
明
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
る
家
集
Ｂ
系
統
本
は
さ
ら
に
甲
と
乙
の
二
種
類
に
分

け
ら
れ
て
い
る
が
、
分
析
し
て
い
く
と
さ
ら
に
細
か
い
分
類
が
可
能
で
あ
る
よ

う
だ
。
道
真
仮
託
家
集
・
百
首
は
、
編
纂
本
（
勅
撰
集
等
を
中
心
に
道
真
歌
と

し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
歌
の
な
か
か
ら
抄
出
し
、
ま
と
め
た
も
の
）
も
入
れ
る

と
、
百
本
以
上
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
総
歌
数
の
最
も
多

い
家
集
Ｂ
系
統
本
の
分
類
か
ら
確
認
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
乙
諸
本
の

分
類
等
問
題
が
あ
り
、
Ｂ
系
統
本
だ
け
で
も
把
握
す
る
こ
と
は
そ
う
容
易
で
は

な
い
。

一
　
Ｂ
系
統
・
甲
の
構
成
に
つ
い
て

そ
も
そ
も
武
井
氏
は
Ｂ
系
統
本
を
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
分
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

武
井
氏
は
Ｂ
系
統
甲
の
諸
本
を
紹
介
す
る
と
き
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

〈
Ｂ
・
甲
〉
康
応
元
年
＋
長
禄
４
年
奥
書
本
系
統

〔
構
成
〕
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑
＋
《
康
応
元
年
奥
書
・
イ
》
＋
「
月

た
に
も
（
和
歌
）」
＋
《
康
応
元
年
奥
書
・
ロ
》
＋
「
天
神
様
御
作
十
二

時
之
御
詠
」
＋
《
長
禄
４
年
奥
書

(

２)

》（
後
略
）

こ
の
場
合
の
重
要
な
点
は
二
つ
の
康
応
元
年
奥
書
（
イ
、
ロ
）
と
長
禄
四
年
奥

書
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
構
成
に
関
わ
る
ま
と
ま
り
の
部
分
を
重
視
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

武
井
氏
が
紹
介
し
て
い
る
甲
は
次
の
七
本
で
あ
る

(

3)

。
た
だ
し
諸
本
に
つ
い
て

の
詳
細
は
省
略
し
た
が
、
新
た
に
総
歌
数
を
付
け
加
え
た
。

①
龍
谷
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
聖
廟
御
詠
」（
以
下
「
龍
谷
大
学
本
」
と
略
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す
）【
五
七
〇
首
】

②
河
野
信
一
記
念
文
化
館
蔵
「
菅
家
御
集
」（
以
下
「
河
野
本
」
と
略
す
）

【
五
七
〇
首
】

③
神
宮
文
庫
蔵
「
聖
廟
御
詠
」（
以
下
「
神
宮
文
庫
本
Ａ
」
と
略
す
）【
五
〇

三
首
】

④
神
宮
文
庫
蔵
「
聖
廟
御
詠
」（
以
下
「
神
宮
文
庫
本
Ｂ
」
と
略
す
）【
五
七

〇
首
】

⑤
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
本
居
文
庫
蔵
「
聖
廟
御
詠
」（
以
下
「
東

京
大
学
本
」
と
略
す
）【
五
七
〇
首
】

⑥
国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
聖
廟
御
詠
」（
以
下
「
国
会
図
書
館
本
」
と
略
す
）

【
五
六
九
首
】

⑦
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
「
聖
廟
和
歌
」
所
収
「
聖
廟
御

詠
」（
以
下
「
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
本
Ａ
」
と
略
す
）【
五
〇
三
首
】

さ
ら
に
⑧
と
し
て
武
井
氏
未
紹
介
の
も
の
を
付
け
加
え
る
。

⑧
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
「
聖
廟
御
詠
」（
以
下
「
天
理
本
」
と
略

す
）【
五
〇
七
首
】

し
た
が
っ
て
こ
こ
で
扱
う
Ｂ
系
統
・
甲
は
全
部
で
八
本
で
あ
る
。

武
井
氏
は
総
歌
数
に
つ
い
て
は
触
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
な
ぜ
こ
の
順
番
で
家

集
を
並
べ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
し
か
し
家
集
の
分

類
に
お
い
て
は
構
成
だ
け
で
は
な
く
、
総
歌
数
の
違
い
（
六
十
七
首
の
差
が
あ

る
）
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
甲
は
二
つ
に
分
け
た
ほ
う
が
よ

い
。
甲
a
③
⑦
⑧
（
総
歌
数
五
〇
三
首
前
後
の
も
の
）
と
甲
b
①
②
④
⑤
⑥

（
総
歌
数
五
七
〇
首
前
後
の
も
の
）
に
分
け
た
い
。

本
稿
で
は
、
甲
ｂ
②
河
野
信
一
記
念
文
化
館
（
昭
和
六
三
年
四
月
に
館
名
を

河
野
美
術
館
に
変
更
）
蔵
「
菅
家
御
集
」（
略
称
は
河
野
本
）
を
Ｂ
系
統
本
（
巻

頭
歌
「
東
風
吹
かは
イ

匂
ひ
を
こ
せ
よ
梅
花
八
重
山
吹
の
花
に
つ
ゝ
み
て
」）
全
体

の
基
準
に
置
き
、
論
を
進
め
て
い
く
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
善
本
を
選
び
、
そ
れ

と
比
較
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
あ
る
が
、
善
本
と
決
定
す
る
ま
で
に
は
慎

重
な
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
善
本
を
選
ぶ
に
は
、
も
う
少
し
時
間

を
要
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
河
野
本
を
用
い
る
。

河
野
本
は
奥
書
や
書
名
も
し
く
は
詞
書
の
よ
う
な
も
の
で
分
け
る
と
、
五
つ

の
ま
と
ま
り
（〔
１
〕
〜
〔
５
〕）
を
確
認
で
き
る
。
甲
a
と
甲
b
の
構
成
を
確

認
し
て
み
よ
う
（〔

〕
付
き
数
字
の
下
の
甲
a
、
甲
b
は
そ
の
部
分
を
含
む
、

含
ま
な
い
を
示
す
）。

〔
１
〕
甲
a
、
甲
b

春
部
110
首
（
１
〜
110
）

夏
部
29
首
（
111
〜
139
）

秋
の
部
108
首
（
140
〜
247
）

冬
部
35
首
（
248
〜
282
）

恋
部
31
首
（
283
〜
313
）

雑
部
156
首
（
314
〜
469
）
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此
御
詠
ハ
應
安
八
年
二
月
廿
五
日
花
山
院
僧
正
菅
家
ノ

一
流
秘
書
御
傳
受
之
御
作
持

イ

不
審
條
々
（
中
略
）

康
應
元
年
七
月
廿
五
日
イ
ニ
ナ
シ

書
冩
之
　
應
永
七
年
十
二
月
十
一
日
書
冩
之
　
文
安

三
暦
八
月
七
日
書
冩
之

（
甲
a
に
は
「
應
永
七
年
十
二
月
十
一
日
書
冩
之
　
文
安
三
暦
八
月
七
日
書

冩
之
」
は
見
え
な
い
）

〔
２
〕
甲
a
、
甲
b

御
詠
廿
五
日イ
首

今
河
殿
依
夢
想
掘
出
（
マ
マ
）

歌御
　

也

25
首
（
470
〜
494
）

（
中
略
）

于
時
康
應
第
一
己
巳
暦
仲
冬
中
旬
五
天
書
冩
之

〔
３
〕
甲
a
、
甲
b

天
神
様
御
作
十

イ
ニ
□
マ
テ
ナ
シ
二
時
之
御
詠

12
首
（
495
〜
506
）

御
詠
一
冊
事
（
中
略
）

于
時
長
禄
肆
年
仲
冬
下
旬
之
比
録
之
也

（
中
略
）

右
之
本
書
加
様
ニ
有

〔
４
〕
甲
b

聖
廟
御
詠

32
首
（
507
〜
538
）

〔
５
〕
甲
b

聖
廟
御
詠

春
部

７
首
（
539
〜
545
）

奥
ニ

24
首
（
546
〜
569
）

明
應
九
年
三
月
二
日
大
雨
の
夜
世
間
門

く
に
書
し
哥

１
首
（
570
）

Ｂ
系
統
本
甲
a
、
甲
b
は
、
ま
ず
部
立
の
あ
る
〔
１
〕（
春
・
夏
・
秋
・
冬
・

恋
・
雑
）
が
あ
っ
て
、
次
に
〔
２
〕「
御
詠
廿
五
首
」、〔
３
〕「
天
神
様
御
作
十

二
時
之
御
詠
」
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
甲
b
は
こ
れ
に
〔
４
〕「
聖
廟
御
詠
」

と
〔
５
〕「
聖
廟
御
詠
」
が
加
わ
る
。
す
な
わ
ち
甲
a
の
構
成
は
〔
１
〕〔
２
〕

〔
３
〕
で
あ
り
、
甲
b
の
構
成
は
〔
１
〕〔
２
〕〔
３
〕〔
４
〕〔
５
〕
で
あ
る
。

た
だ
し
甲
a
と
甲
b
に
お
け
る
次
の
相
違
点
は
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

〔
１
〕
の
書
写
年
代
の
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
甲
b
で
は
「
康
應
元
年
七

月
廿
五
日
イ
ニ
ナ
シ

書
冩
之
」
と
書
い
て
あ
っ
て
、
実
際
に
は
そ
の
下
に
小
さ
く
二
行
に
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分
け
て
、
い
わ
ば
割
注
の
よ
う
に
「
應
永
七
年
十
二
月
十
一
日
書
冩
之
」「
文

安
三
暦
八
月
七
日
書
冩
之
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
甲
a
に
は
「
康
應
元

年
七
月
廿
五
日
イ
ニ
ナ
シ

書
冩
之
」
は
書
か
れ
て
い
る
が
、
割
注
の
よ
う
な
部
分
、
す
な

わ
ち
「
應
永
七
年
十
二
月
十
一
日
書
冩
之
」
と
「
文
安
三
暦
八
月
七
日
書
冩

之
」
は
見
え
な
い
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
〔
２
〕
の
奥
書
を
見
る
と
「
于
時
康
應
第
一
己
巳
暦
仲
冬
中
旬
五
天
書

冩
之
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
甲
b
の
〔
１
〕
で
康
應
元
年
、
應
永
七
年
、
文
安
三

暦
と
あ
る
後
に
〔
２
〕
で
康
應
第
一
と
続
く
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
。
甲
a
の

場
合
は
、
康
應
元
年
七
月
の
次
は
康
應
第
一
己
巳
暦
仲
冬
に
な
っ
て
お
り
、
特

に
問
題
は
な
い
。

二
　
Ｂ
系
統
・
甲
の
総
歌
数
の
こ
と

あ
ら
た
め
て
甲
a
と
甲
b
に
分
け
て
並
べ
て
み
よ
う
。

甲
a

〈
１
〉
神
宮
文
庫
蔵
「
聖
廟
御
詠
」〔
三
・
一
二
五
三
〕
三
本
の
「
聖
廟
御

詠
」
が
合
本
、
そ
の
一
本
目
【
五
〇
三
首
】﹇
資
料
館
﹈
マ
イ
ク
ロ
〔
三

四
―
一
三
九
―
九
〕
紙
焼
〔
Ｃ
四
六
八
五
〕（
略
称
は
神
宮
文
庫
本
Ａ
）

〈
２
〉
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
「
聖
廟
和
歌
」
上
〔
九
一
一
・

一
三
／
三
〇
〕
所
収
「
聖
廟
御
詠
」【
五
〇
三
首
】（
略
称
は
岡
山
大
学

池
田
家
文
庫
本
Ａ
）

〈
３
〉
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
「
聖
廟
御
詠
」〔
九
一
〇
・
二
‖
一
四

三
九
‖
一
〇
〕
享
保
十
年
写
【
五
〇
七
首
】（
略
称
は
天
理
本
）

甲
b

〈
１
〉
河
野
美
術
館
蔵
「
聖
廟
御
詠
」〔
三
四
六
・
八
三
九
〕
紅
梅
文
庫
旧
蔵

【
五
七
〇
首
】﹇
資
料
館
﹈
マ
イ
ク
ロ
〔
七
三
―
三
五
四
―
四
〕
紙
焼

〔
Ｃ
九
一
二
七
〕（
略
称
は
河
野
本
）

〈
２
〉
龍
谷
大
学
附
属
図
書
館
写
字
台
文
庫
蔵
「
聖
廟
御
詠
」〔
二
二
・
五
九

一
・
四
〇
／
二
〇
〕【
五
七
〇
首
】（
略
称
は
龍
谷
大
学
本
）

〈
３
〉
神
宮
文
庫
蔵
「
聖
廟
御
詠
」〔
三
・
一
二
五
二
〕
村
井
古
巌
奉
納
本

【
五
七
〇
首
】﹇
資
料
館
﹈
マ
イ
ク
ロ
〔
三
四
―
一
三
九
―
八
〕
紙
焼

〔
Ｃ
四
六
八
四
〕（
略
称
は
神
宮
文
庫
本
Ｂ
）

〈
４
〉
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
本
居
文
庫
蔵
「
聖
廟
御
詠
」〔
本
居

一
〇
八
・
九
八
五
〕【
五
七
〇
首
】﹇
資
料
館
﹈
マ
イ
ク
ロ
〔
四
―
五
八

―
一
〕
紙
焼
〔
Ｃ
三
一
〇
五
〕（
略
称
は
東
京
大
学
本
）

〈
５
〉
国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
二
十
六
家
集
」
所
収
「
聖
廟
御
詠
」〔
二
〇

二
・
八
七
〕
榊
原
芳
埜
旧
蔵
『
元
良
親
王
集
』『
清
愼
公
集
』『
高
明
親

王
集
』『
御
堂
関
白
集
』
と
合
写
（
一
本
目
に
所
収
）【
五
六
九
首
】（
略

称
は
国
会
図
書
館
本
）

甲
a
、
甲
b
そ
れ
ぞ
れ
総
歌
数
に
違
い
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
最
初
は
甲
a
の
三
本
で
あ
る
。
総
歌
数
は
、
神
宮
文
庫
本
Ａ
と
岡
山
大

学
池
田
家
文
庫
本
Ａ
は
五
〇
三
首
で
あ
り
、
天
理
本
は
五
〇
七
首
で
あ
る
。
構
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成
で
い
う
と
甲
a
は
甲
b
の
〔
１
〕〔
２
〕〔
３
〕
で
あ
る
。
河
野
本
の
〔
１
〕

〜
〔
３
〕
ま
で
の
歌
数
は
五
〇
六
首
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
と
甲
a
三
本
と
で
歌

数
に
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

歌
の
脱
落
を
見
て
み
よ
う
。
神
宮
文
庫
本
Ａ
と
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
本
Ａ

に
は
次
の
三
首
が
見
え
な
い
。
な
お
和
歌
に
つ
い
て
、
異
文
注
記
、
ミ
セ
ケ
チ

等
は
省
略
し
、
異
体
字
等
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
以
下
こ
の
方
針
に
従
う
。
河

野
本
で
い
え
ば
、

秋
の
部
の
一
四
番
目
で
、
歌
番
号
153

松
を
な
と
時
雨
も
露
も
そ
め
さ
ら
ん
紅
葉
も
さ
こ
そ
青
葉
成
し
に

雑
部
の
六
八
番
目
で
、
歌
番
号
381

世
中
は
ま
と
ろ
ま
て
見
る
夢
な
れ
や
さ
む
る
思
ひ
に
帰
る
な
ら
ね
は

雑
部
の
一
四
九
番
目
で
、
歌
番
号
462

白
浪
の
う
ち
お
と
ろ
か
す
岩
の
上
に
ね
い
り
て
松
の
幾
代
へ
ぬ
ら
ん

で
あ
る
。
神
宮
文
庫
本
Ａ
と
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
本
Ａ
は
単
純
に
三
首
脱
落

と
考
え
て
よ
い
。

で
は
天
理
本
に
は
歌
の
脱
落
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
二
首
が
見
え
な

い
。
河
野
本
で
い
え
ば
、

雑
部
二
五
番
目
で
、
歌
番
号
338

北
野
と
は
人
の
つ
け
た
る
名
也
け
り
誠
の
廟
の
こ
れ
そ
ま
つ
岡

雑
部
八
一
番
目
で
、
歌
番
号
394

な
か
ら
へ
て
猶
う
き
事
の
あ
る
度
に
露
の
命
そ
わ
ひ
し
か
り
け
り

こ
こ
ま
で
の
計
算
だ
と
天
理
本
は
五
〇
四
首
の
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
五
〇
七
首

な
の
か
。
天
理
本
に
は
、
河
野
本
の
〔
１
〕
〜
〔
３
〕
や
神
宮
文
庫
本
Ａ
、
岡

山
大
学
池
田
家
文
庫
本
Ａ
に
は
見
え
な
い
歌
が
三
首
加
わ
る
。

一
首
目
は
、
河
野
本
で
言
え
ば
、
春
部
で
歌
番
号
17
「
風
吹
は
た
か
里
ま
て

も
梅
花
ち
ら
て
匂
ふ
そ
よ
そ
に
み
ち
ぬ
る
」
と
同
18
「
い
に
し
へ
は
あ
る
し
を

し
た
ふ
梅
も
あ
り
松
は
も
の
を
や
思
は
さ
る
ら
ん
」
と
の
間
に
、
天
理
本
の
場

合
は
「
西
吹
は
匂
ひ
か
へ
せ
よ
む
め
の
花
都
の
北
に
我
は
す
む
な
り
」
が
加

わ
る
。

二
首
目
は
、
河
野
本
で
言
え
ば
、
秋
部
で
歌
番
号
173
「
お
ほ
つ
か
な
秋
は
い

か
な
る
暮
な
れ
は
こ
ゝ
ろ
に
物
の
悲
し
か
る
ら
む
」
と
同
174
「
お
し
む
へ
き
人

は
み
し
か
き
玉
の
緒
の
う
き
身
ひ
と
つ
は
長
き
夜
の
ゆ
め
」
と
の
間
に
、
天
理

本
の
場
合
は
「
今
宵
誰
篠
吹
風
を
身
に
し
め
て
平
野
の
嶽
の
月
を
み
る
ら
ん
」

と
そ
の
後
に
「
新
古
今
四
巻
に
作
者
頼
政
と
あ
り
我
本
に
は
御
詠
と
あ
り
」
が

加
わ
る
。

三
首
目
は
、
河
野
本
で
言
え
ば
、
秋
部
で
歌
番
号
199
「
草
葉
に
は
玉
と
見
え

つ
ゝ
わ
ひ
人
の
袖
の
涙
の
秋
の
し
ら
露
」
と
同
200
「
ま
と
ろ
ま
て
な
か
る
と
思

ふ
須
广
鏡
ほ
し
の
海
に
も
と
ま
ら
さ
り
け
り
」
と
の
間
に
、
天
理
本
の
場
合
は

「
ま
と
ろ
ま
て
音
を
の
み
そ
な
く
萩
の
花
色
め
く
秋
は
す
き
に
し
も
の
を
」
が

加
わ
る
。

し
か
し
、
天
理
本
の
「
西
吹
は
」
の
歌
は
河
野
本
の
〔
４
〕「
聖
廟
御
詠
」

の
四
番
目
に
歌
番
号
510
番
と
し
て
見
え
る
。
ま
た
天
理
本
の
「
ま
と
ろ
ま
て
」

― 19―



の
歌
は
河
野
本
の
〔
４
〕「
聖
廟
御
詠
」
の
五
番
目
に
歌
番
号
511
番
、〔
５
〕「
聖

廟
御
詠
」
の
一
番
目
に
歌
番
号
539
番
と
し
て
見
え
る
。
し
か
し
な
ぜ
天
理
本
が

「
西
吹
は
」
の
歌
、「
ま
と
ろ
ま
て
」
の
歌
を
こ
こ
に
置
い
て
い
る
の
か
は
不
明

で
あ
る
。
天
理
本
が
、
神
宮
文
庫
本
Ａ
や
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
本
Ａ
と
く
ら

べ
て
や
や
複
雑
な
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
甲
b
五
本
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
総
歌
数
を
比
較
し
て
み
る

と
、
国
会
図
書
館
本
の
み
五
六
九

(

4)

首
で
あ
り
、
他
は
す
べ
て
五
七
〇
首
で
あ

る
。
こ
れ
は
夏
部
が
二
九
首
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
、
国
会
図
書
館
本
で
は
、
河

野
本
の
夏
部
一
六
番
目
で
、
歌
番
号
126
「
な
て
し
こ
は
何
と
ゝ
も
な
く
匂
へ
と

も
を
く
れ
て
咲
そ
哀
な
り
け
る
」
が
脱
落
し
、
二
八
首
に
な
っ
た
た
め
で

あ
る
。

三
　
Ｂ
系
統
・
乙
の
構
成
に
つ
い
て

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。
Ｂ
系
統
・
乙
の

構
成
、
分
類
に
つ
い
て
で
あ
る
。
武
井
氏
の
乙
の
諸
本
の
紹
介
の
表
記
は
な
る

べ
く
残
し
た
ま
ま
で
次
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

〈
Ｂ
・
乙
〉

康
応
元
年
＋
応
永
７
年
＋
文
安
３
年
奥
書
本
系
統

〔
構
成
〕

春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑
＋
《
康
応
元
年
・
応
永
７
年
・
文
安
３
年
奥

書
》
＋
「
月
た
に
―も
…
（
歌
）」
＋
「
―十
―二
―時
―御
―詠

(

5)

」

武
井
氏
が
紹
介
し
て
い
る
乙
は
次
の
五
本
で
あ
る

(

6)

。
た
だ
し
諸
本
に
つ
い
て

の
詳
細
は
省
略
し
た
が
、
①
以
外
は
新
た
に
総
歌
数
を
付
け
加
え
た
。

①
高
松
宮
蔵
「
聖
廟
御
詠
」（
以
下
「
高
松
宮
本
」
と
略
す
）

②
神
宮
文
庫
蔵
「
聖
廟
御
詠
」（
以
下
「
神
宮
文
庫
本
Ｃ
」
と
略
す
）【
四
六

六
首
】

③
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
「
聖
廟
和
歌
」
所
収
「
聖
廟
御

詠
」（
以
下
「
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
本
Ｂ
」
と
略
す
）【
四
六
六
首
】

④
駒
沢
大
学
附
属
図
書
館
沼
沢
文
庫
蔵
「
聖
廟
御
集
」（
以
下
「
駒
沢
大
学

本
」
と
略
す
）【
五
五
八
首
】

⑤
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
待
需
抄
』〔
二
六
六
・
四
〕
六
所
収
「
十
二
時
御
詠
」

※
「
天
神
様
御
作
十
二
時
之
御
詠
」
の
み
。『
俊
成
卿
九
十
賀
哥
』
他
と

合
写
。

た
だ
し
⑤
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
待
需
抄
』
六
所
収
「
十
二
時
御
詠
」
に
つ
い
て

は
、
武
井
氏
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
天
神
様
御
作
十
二
時
之
御
詠
」
の
み
、

す
な
わ
ち
十
二
首
の
歌
だ
け
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
十
二
時
御
詠
」
に
つ
い

て
は
、
内
題
が
正
確
に
は
「
十
二
時
御
詠
　
菅
家
御
集
」
で
あ
っ
て
、
ち
な
み

に
こ
の
前
後
は
何
が
収
録
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
直
前
は
「
中
将
姫
山
居
語

ち
ゅ
う
じ
ょ
う
ひ
め
さ
ん
ご
の
こ
と
ば」

で
あ
り
、
直
後
は
「
一
二
三
を
句
の
上
に
す
へ
て
秋
の
哥
よ
み
け
る
」
で
あ

る
。
つ
ま
り
⑤
「
十
二
時
御
詠
　
菅
家
御
集
」
が
他
の
諸
本
と
は
性
格
の
違
う

も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ゆ
え
に
Ｂ
系
統
・
乙
に
は
含
め
な
い
ほ

う
が
よ
い
。
し
た
が
っ
て
現
在
確
認
で
き
た
Ｂ
系
統
・
乙
は
全
部
で
四
本
で
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あ
る
。

こ
こ
で
武
井
氏
が
高
松
宮
本
に
つ
い
て
紹
介
し
た
箇
所
の
一
部
を
見
て
み

よ
う
。

①
高
松
宮
蔵
「
聖
廟
御
詠
」〔
高
二
〇
〕
紙
焼
本
に
よ
る
。
な
ほ
番
号
は

フ
ィ
ル
ム
番
号
（
書
陵
部
で
管
理
し
て
ゐ
る
も
の
）
で
あ
る
。
万
治
３

年
写
。

〔
奥
書
〕
此
秘
書
御
伝
受
之
時
御
詠
不
審
／
（
中
略
）

﹇
資
料
館
﹈
マ
イ
ク
ロ
〔
二
一
―
一
七
―
一
〕
紙
焼
〔
Ｃ
七
四
二

(

7)

〕

し
か
し
こ
の
〔
奥
書
〕
は
間
違
い
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
「
此
御
詠
者
應
安
八

年
二
月
二
十
五
日
花
山
院
僧
正
菅
家
之
一
流
秘
書
御
傳
受
之
時
御
詠
不
審
（
後

略
）」
で
始
ま
る
。
ま
た
高
松
宮
本
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
で
マ
イ
ク
ロ
フ

ィ
ル
ム
と
紙
焼
を
確
認
で
き
る
が
、
両
者
と
も
一
部
抜
け
落
ち
て
い
る
箇
所
が

あ
る
。

高
松
宮
本
「
聖
廟
御
詠
」
の
全
頁
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に

お
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
国

文
学
研
究
資
料
館
の
高
松
宮
本
「
聖
廟
御
詠
」
の
紙
焼
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

に
つ
い
て
は
、
遊
び
紙
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
欠
落
箇

所
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
画
像
で
い
う
と
15
番
目
に
該

当
す
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
高
松
宮
本
「
聖
廟
御
詠
」
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
と
紙
焼
は
見
開
き
一
丁
分
、
表
紙
か
ら
数
え
て
十
四
枚
目
が
欠
落
し
て
お

り
、
歌
で
い
う
と
十
一
首
が
見
え
な
い
。
高
松
宮
本
の
歌
番
号
で
い
う
と
、
175

番
〜
185
番
で
あ
る
。

175
今
宵
た
れ
す
ゝ
吹
風
を
身
に
し
め
て
吉
野
の
嶽
の
月
を
み
る
ら
ん

新
古
今
第
四
巻
作
者
頼
政
と
有
家
の
本
ニ
ハ
御
詠
と
有

（
中
略
）

185
お
ほ
つ
か
な
野
に
も
山
に
も
白
露
の
何
こ
と
を
の
み
お
も
ひ
を
く
ら
ん

新
古
今
天
暦
の
御
製
と
あ
り
家
本
ニ
ハ
御
詠
と
み

え
た
り
若
夢
想
の
御
哥
か
口
伝
か
有
事
也

し
た
が
っ
て
高
松
宮
本
の
総
歌
数
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
画
像
で
確
認
す
る
と
五
五
三
首
で
あ
る
。

Ｂ
系
統
・
乙
四
本
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
神
宮
文
庫
本
Ｃ
（
総
歌
数
四
六

六
首
）、
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
本
Ｂ
（
同
四
六
六
首
）
と
、
高
松
宮
本
（
同

五
五
三
首
）、
駒
沢
大
学
本
（
同
五
五
八
首
）
と
は
総
歌
数
に
大
き
な
差
（
八

七
首
以
上
）
が
あ
る
。
総
歌
数
だ
け
で
判
断
す
る
と
Ｂ
系
統
・
乙
は
単
純
に
二

つ
に
分
け
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
ず
神
宮
文
庫
本
Ｃ
と
岡
山
大
学
池
田
家

文
庫
本
Ｂ
を
乙
a
（
総
歌
数
は
四
六
六
首
）
と
置
く
こ
と
に
し
よ
う
。
両
者
は

ほ
と
ん
ど
違
い
は
な
い
の
で
、
ど
ち
ら
を
乙
a
の
基
準
に
置
い
て
も
問
題
は
な

い
が
、
こ
こ
で
は
神
宮
文
庫
本
Ｃ
を
用
い
て
そ
の
構
成
を
確
認
し
て
み
た
い
。

乙
a
の
構
成
は
、
甲
a
、
甲
b
の
そ
れ
と
は
少
し
違
っ
て
い
る
。
第
一
節
で
Ｂ

系
統
本
全
体
の
基
準
に
置
い
た
河
野
本
に
は
あ
る
が
、
神
宮
文
庫
本
Ｃ
に
は
記

さ
れ
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る
の
で
、
比
較
の
た
め
に
、
河
野
本
を
一
部
引
用
す

る
。（
引
用
箇
所
は
▼
▲
で
示
す
）
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〔
１
〕
乙
a

春
部
103
首
（
１
〜
103
）

夏
部
29
首
（
104
〜
132
）

秋
部
106
首
（
133
〜
238
）

冬
部
33
首
（
239
〜
271
）

恋
部
25
首
（
272
〜
296
）

雑
部
109
首
（
297
〜
405
）

此
御
詠
者
應
安
八
年
二
月
二
十
五
日
花
山
院
僧
正
菅
家
之

一
流
秘
書
御
傳
受
之
時
御
作
不
審
條
々
（
中
略
）

康
應
元
年
七
月
廿
日
書
写
之

應
永
七
年
十
二
月
十
一
日
書
写
之

文
安
三
暦
八
月
七
日
書
写
之

〔
２
〕
乙
a

御
詠
廿
五
首
　
今
川
殿
依
夢
想
被
握
土
（
マ
マ
）

御
哥
也

24
首
（
406
〜
429
）

▼
（
中
略
）

于
時
康
應
第
一
己
巳
暦
仲
冬
中
旬
五
天
書
冩
之
▲

〔
３
〕
乙
a

十
二
時
御
詠

12
首
（
430
〜
441
）

▼
御
詠
一
冊
事
（
中
略
）

于
時
長
禄
肆
年
仲
冬
下
旬
之
比
録
之
也

（
中
略
）

右
之
本
書
加
様
ニ
有
▲

〔
４
〕
乙
a
に
は
な
し

▼
聖
廟
御
詠

32
首
　
▲

〔
５
〕
乙
a

▼
聖
廟
御
詠

春
部

７
首

奥
ニ
▲

24
首
（
442
〜
465
）

明
應
九
年
三
月
二
日
大
雨
の
夜
世
間
門

く
に
書
し
哥

１
首
（
466
）

乙
a
の
場
合
は
〔
１
〕
で
歌
の
脱
落
が
多
く
見
ら
れ
、
ま
た
〔
４
〕
が
な
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く
、〔
５
〕
の
一
部
（
三
二
首
の
う
ち
の
後
半
の
二
五
首
）
が
続
い
て
い
く
。

す
な
わ
ち
乙
a
の
構
成
は
〔
１
〕〔
２
〕〔
３
〕〔
５
（
一
部
）〕
で
あ
る
。

乙
a
と
甲
b
の
〔
１
〕
に
お
け
る
相
違
点
で
、
最
も
問
題
に
し
た
い
の
は
、

書
写
年
代
の
箇
所
で
あ
る
。
乙
a
で
は
次
の
よ
う
に
三
行
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ

て
い
る
。

康
應
元
年
七
月
廿
日
書
写
之

應
永
七
年
十
二
月
十
一
日
書
写
之

文
安
三
暦
八
月
七
日
書
写
之

第
一
節
で
述
べ
た
こ
と
と
同
じ
で
〔
２
〕
に
お
い
て
甲
b
で
は
「
于
時
康
應
第

一
己
巳
暦
仲
冬
中
旬
五
天
書
冩
之
」
と
あ
っ
た
の
が
、
乙
a
で
は
見
ら
れ
な

い
。
つ
ま
り
書
写
年
代
が
康
應
元
年
、
應
永
七
年
、
文
安
三
暦
と
あ
る
後
に
康

應
第
一
と
続
け
る
こ
と
を
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
〔
３
〕
に
お
い
て

は
、
甲
b
で
は
「
御
詠
一
冊
事
（
中
略
）
于
時
長
禄
肆
年
仲
冬
下
旬
之
比
録
之

也
（
中
略
）
右
之
本
書
加
様
ニ
有
」
と
あ
っ
た
の
が
、
乙
a
で
は
見
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
。四

　
高
松
宮
本
と
駒
沢
大
学
本
に
つ
い
て

で
は
高
松
宮
本
と
駒
沢
大
学
本
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
高
松
宮
本
か
ら
確
認
し
て
み
よ
う
。
高
松
宮
本
は
総
歌
数
五
五
三
首
で

あ
る
。
こ
れ
は
第
三
節
で
乙
a
と
置
い
た
神
宮
文
庫
本
Ｃ
、
岡
山
大
学
池
田
家

文
庫
本
Ｂ
（
両
者
と
も
総
歌
数
は
四
六
六
首
）
と
く
ら
べ
て
八
十
七
首
も
多

い
。
で
は
高
松
宮
本
の
構
成
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
高
松
宮
本
は
部
立
に
歌
数

が
記
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
秋
部
、
冬
部
、
恋
部
、
雑
部
に
は
実
際
の
歌
数

と
は
違
う
歌
数
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
点
に
も
注
意
し
な
が
ら
、
高
松

宮
本
の
構
成
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

〔
１
〕春

部
百
十
首
（
１
〜
110
）

夏
部
二
十
九
首
（
111
〜
139
）

秋
部
百
十
四
首
（
140
〜
257
、
実
際
に
は
118
首
）

冬
部
三
十
七
首
（
258
〜
295
、
実
際
に
は
38
首
）

恋
部
三
十
二
首
（
296
〜
331
、
実
際
に
は
36
首
）

雑
部
百
五
十
七
首
（
332
〜
491
、
実
際
に
は
160
首
）

此
御
詠
者
應
安
八
年
二
月
二
十
五
日
花
山
院
僧
正

菅
家
之
一
流
秘
書
御
傳
受
之
時
御
詠
不
審

條
々
（
中
略
）

康
應
元
年
七
月
廿
日
書
写
之

應
永
七
年
十
二
月
十
一
日
書
冩
之

文
安
三
年
八
月
七
日
書
冩
之

万
治
三
年
二
月
廿
五
日
書
冩
之
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〔
２
〕

御
詠
廿
五
首
　
今
出
河
殿
依
夢
想
被
掘
（
マ
マ
）秘

哥
也

25
首
（
492
〜
516
）

〔
３
〕

十
二
時
之
御
詠

12
首
（
517
〜
528
）

〔
５
〕（
乙
a
と
同
じ
で
〔
５
〕
の
後
半
部
分
）

御
詠
　
　
二
十
五
首

25
首
（
529
〜
553
）

（
553
番
歌
の
前
に
「
明
應
九
年
三
月
二
日
大
雨
の
夜
世
間
門

く
に
書
し

哥
」
と
あ
る
）

高
松
宮
本
の
総
歌
数
が
増
え
た
部
分
は
、
主
に
乙
a
で
脱
落
し
た
歌
や
甲
b

に
見
え
る
歌
が
、
全
部
で
は
な
い
が
収
録
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
高

松
宮
本
の
構
成
は
、
基
本
は
乙
a
と
同
じ
〔
１
〕〔
２
〕〔
３
〕〔
５
（
一
部
）〕

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
高
松
宮
本
（
総
歌
数
五
五
三
首
）
は
、
乙
a
（
総
歌
数

四
六
六
首
）
と
構
成
は
似
て
い
る
が
、
乙
a
と
し
て
扱
う
に
は
総
歌
数
が
違
い

す
ぎ
る
の
で
、
乙
b
と
置
く
こ
と
に
し
た
い
。

次
に
駒
沢
大
学
本
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
総
歌
数
五
五
八
首
で
、
こ
れ
だ
け

で
判
断
す
る
と
乙
b
高
松
宮
本
（
五
五
三
首
）
に
近
い
。
ま
た
甲
b
（
総
歌
数

五
七
〇
首
前
後
）
に
も
近
い
。
し
か
し
、
駒
沢
大
学
本
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き

た
甲
a
、
甲
b
、
乙
a
、
乙
b
と
は
全
く
違
う
構
成
、
配
列
を
持
っ
た
本
な
の

で
あ
る
。
駒
沢
大
学
本
の
構
成
を
見
て
み
よ
う
。

〔
１
〕春

128
首
（
１
〜
128
）

夏
33
首
（
129
〜
161
）

秋
113
首
（
162
〜
274
）

冬
37
首
（
275
〜
311
）

戀
34
首
（
312
〜
345
）

雑
174
首
（
346
〜
519
）

〔
２
〕

御
詠
廿
五
首
今
河
殿
依
夢
想
被
撰
出
云
々

27
首
（
520
〜
546
）

〔
３
〕

十
二
時
之
御
詠

12
首
（
547
〜
558
）

右
御
詠
應
安
八
年
二
月
廿
五
日
花
山
院
之
御
時
菅
家
一
流
之
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秘
書
僧
正
奏
聞
之
時
御
不
審
條
々
（
中
略
）

康
應
元
年
七
月
廿
五
日

應
永
七
年
十
二
月
十
一
日

文
安
三
暦
八
月
七
日

于
時
長
禄
四
年
仲
冬
下
旬

（
中
略
）大

雨
の
夜
世
間
の
門

く
に
書
哥
の
事

梅
あ
ら
は
し
つ
か
伏
や
の
門
ま
て
も
我
立
よ
ら
ん
あ
く
ま
し
り
そ
け

（
中
略
）

明
應
九
年
三
月
二
日

某
謹
言

寳
暦
十
庚
辰
年
二
月
五
日
　
村
好
武
書
写

駒
沢
大
学
本
が
他
の
Ｂ
系
統
本
と
大
き
く
違
う
点
は
三
点
あ
る
。
一
点
目

は
、〔
３
〕「
十
二
時
之
御
詠
」
の
後
に
書
写
奥
書
が
ま
と
め
て
書
か
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
。
二
点
目
は
Ｂ
系
統
本
の
基
本
的
な
構
成
で
あ
る
〔
１
〕〔
２
〕

〔
３
〕
を
踏
ま
え
た
上
で
、
甲
b
に
見
ら
れ
た
〔
４
〕〔
５
〕、
も
し
く
は
乙
a
、

乙
b
に
見
ら
れ
た
〔
５
（
一
部
）〕
の
歌
を
、
全
部
で
は
な
い
が
、〔
１
〕
の
部

立
の
適
す
る
箇
所
の
最
後
の
方
に
配
列
し
て
い
る
（
た
と
え
ば
春
の
歌
は
春
部

に
、
冬
の
歌
は
冬
部
に
）
と
い
う
こ
と
。
三
点
目
は
甲
a
に
は
な
か
っ
た
が
、

甲
b
、
乙
a
、
乙
b
に
は
あ
り
、
歌
数
に
も
入
れ
た
「
明
應
九
年
三
月
二
日
大

雨
の
夜
世
間
門

く
に
書
し
哥
」
が
、
駒
沢
大
学
本
の
場
合
は
、
奥
書
の
中
で

「
大
雨
の
夜
世
間
の
門

く
に
書
哥
の
事
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
三
点
以
外
で
は
、
甲
a
、
甲
b
に
は
あ
り
、
乙
a
、
乙

b
で
は
消
え
た
「
長
禄
肆
年
仲
冬
下
旬
」
が
、
駒
沢
大
学
本
で
は
「
長
禄
四
年

仲
冬
下
旬
」
と
し
て
復
活
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
駒
沢
大
学

本
は
甲
に
も
乙
に
も
属
さ
な
い
、
特
色
の
あ
る
本
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
駒
沢
大
学
本
を
Ｂ
系
統
・
丙
と
置
く
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

以
上
こ
こ
ま
で
の
分
類
に
よ
り
、
乙
四
本
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
た
。

乙
a

〈
１
〉
神
宮
文
庫
蔵
「
聖
廟
御
詠
」〔
三
・
一
二
五
三
〕
三
本
の
「
聖
廟
御

詠
」
が
合
本
、
そ
の
三
本
目
（
一
本
目
に
Ｂ
・
甲
a
〈
１
〉「
聖
廟
御

詠
」
所
収
）【
四
六
六
首
】﹇
資
料
館
﹈
マ
イ
ク
ロ
〔
三
四
―
一
三
九
―

九
〕
紙
焼
〔
Ｃ
四
六
八
五
〕（
略
称
は
神
宮
文
庫
本
Ｃ
）

〈
２
〉
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
「
聖
廟
和
歌
」
下
〔
九
一
一
・

一
三
／
三
〇
〕
所
収
「
聖
廟
御
詠
」
二
本
の
「
聖
廟
御
詠
」
が
合
本
、

そ
の
二
本
目
【
四
六
六
首
】（
略
称
は
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
本
Ｂ
）

乙
b

〈
１
〉
高
松
宮
蔵
「
聖
廟
御
詠
」〔
H
―
600
―
519
る
函
242
〕
万
治
三
年
写
（
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
）【
五
五
三
首
】（
略
称

は
高
松
宮
本
）
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丙〈
１
〉
駒
沢
大
学
附
属
図
書
館
沼
沢
文
庫
蔵
「
聖
廟
御
詠
」〔
沼
・
七
七
八
・

一
〕
宝
暦
十
年
写
【
五
五
八
首
】（
略
称
は
駒
沢
大
学
本
）

お
わ
り
に

武
井
氏
は
、
道
真
仮
託
家
集
Ｂ
系
統
本
を
構
成
の
違
い
に
よ
っ
て
甲
、
乙
の

二
つ
に
分
類
し
て
い
る
が
、
分
析
を
進
め
て
い
く
と
乙
に
は
収
ま
り
き
れ
な
い

伝
本
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
新
た
に
丙
を
立
て
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
、

つ
ま
り
道
真
仮
託
家
集
Ｂ
系
統
本
は
大
き
く
分
け
る
と
甲
、
乙
、
丙
の
三
種
類

に
分
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
甲
は
構
成
の
違

い
だ
け
で
な
く
、
総
歌
数
の
違
い
も
考
慮
す
る
と
甲
a
（
総
歌
数
五
〇
三
首
前

後
）
と
甲
b
（
総
歌
数
五
七
〇
首
前
後
）
に
、
乙
も
総
歌
数
の
違
い
に
よ
っ
て

乙
a
（
総
歌
数
四
六
六
首
）
と
乙
b
（
総
歌
数
五
五
三
首
）
に
分
類
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
Ｂ
系
統
本
は
五
つ
に
分
類
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
次
の
課

題
に
な
る
が
、
本
稿
で
着
目
し
た
駒
沢
大
学
本
を
さ
ら
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
道
真
仮
託
家
集
Ｂ
系
統
本
に
関
す
る
疑
問
の
解
明
に
少
し
で
も
近
づ
く

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
駒
沢
大
学
本
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
る
予

定
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）
武
井
和
人
氏
『
中
世
和
歌
の
文
献
学
的
研
究
』（
平
成
元
年
七
月
、
笠
間
書
院
）。
第

５
章
「
菅
原
道
真
仮
託
家
集
・
百
首
研
究
序
説
」（
四
六
三
―
五
一
六
頁
）。
第
６
章

「
附
載
翻
刻
資
料
―
道
真
家
集
・
百
首
」（
五
一
七
―
六
一
七
頁
）。
な
お
「
道
真
仮
託

家
集
・
百
首
」
諸
本
分
類
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
他
に
は
、
小
峯
和
明
氏
編
『
宝
鏡

寺
蔵
『
妙
法
天
神
経
解
釈
』
全
注
釈
と
研
究
』（
二
〇
〇
一
年
七
月
、
笠
間
書
院
）
所

収
の
渡
辺
麻
里
子
氏
「
道
真
仮
託
歌
集
リ
ス
ト
」（
四
九
二
―
五
〇
〇
頁
）
が
あ
る
。

渡
辺
氏
は
「
リ
ス
ト
作
成
に
お
い
て
は
、
武
井
和
人
「
菅
原
道
真
仮
託
家
集
・
百
首

研
究
序
説
」（
中
略
）
を
参
照
し
、
修
正
・
追
加
を
行
っ
た
。
修
正
点
に
つ
い
て
は
、

総
説
編
「『
妙
法
天
神
経
』
の
和
歌
」
の
項
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
述
べ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
リ
ス
ト
は
天
神
経
の
研
究
に
必
要
な
も
の
が
中
心
と
な
っ

て
お
り
、
す
べ
て
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
本
稿
で
の
基
本
的
な
分

類
は
、
お
お
む
ね
武
井
氏
の
分
類
に
従
っ
て
い
る
。

（
２
）
武
井
氏
、
前
掲
書
、
四
七
四
頁
。

（
３
）
武
井
氏
、
前
掲
書
、
四
七
四
―
四
七
五
頁
。

（
４
）
国
会
図
書
館
本
は
、
武
井
氏
、
前
掲
書
（
五
二
八
―
五
五
二
頁
）
に
翻
刻
が
あ
り
、

総
歌
数
は
五
六
六
首
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
小
林
強
氏
は
、
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研

究
所
編
、
責
任
編
集
家
郷
隆
文
氏
、
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
18
『
四
十
人
集
』
二
（
一

九
九
八
年
三
月
、
思
文
閣
出
版
）
で
、「
聖
廟
御
詠
」（
三
〇
七
―
三
八
四
頁
）
の
解

説
（
七
一
三
―
七
一
五
頁
）
を
書
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
龍
谷
大
学
本
の
解
説
で
あ

る
。
そ
の
な
か
で
武
井
氏
の
国
会
図
書
館
本
の
翻
刻
に
触
れ
て
い
る
の
で
、
引
用
し

て
み
よ
う
。

国
立
国
会
図
書
館
本
の
総
歌
数
は
五
六
六
首
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
四
十
人
集

本
で
は
国
立
国
会
図
書
館
本
に
は
見
え
な
い
和
歌
を
四
首
含
ん
で
い
る
の
で
、
以

下
に
武
井
氏
が
国
会
図
書
館
本
に
付
さ
れ
た
一
連
番
号
を
利
用
し
て
掲
げ
て
お
き

た
い
。

面
影
を
霞
の
袖
に
と
め
か
ね
て
梅
の
に
ほ
ひ
は
風
の
た
き
も
の
（
一
〇
八
と
一

〇
九
と
の
間
）

な
て
し
こ
は
何
と
ゝ
も
な
く
匂
へ
と
も
を
く
れ
て
咲
そ
哀
な
り
け
る
（
一
二
四
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と
一
二
五
と
の
間
）

思
ひ
き
や
逢
ふ
う
れ
し
さ
に
引
き
か
へ
て
か
く
別
路
の
う
か
る
へ
し
と
は
（
三

〇
四
と
三
〇
五
と
の
間
）

青
柳
の
糸
よ
り
か
け
て
鶯
の
ぬ
ふ
て
ふ
笠
は
梅
の
花
か
さ
（
五
四
七
と
五
四
八

と
の
間
）

こ
の
よ
う
に
小
林
氏
は
、
国
会
図
書
館
本
に
は
見
え
な
い
歌
で
、
龍
谷
大
学
本
に
は

見
え
る
歌
を
四
首
掲
げ
て
い
る
。
確
か
に
武
井
氏
の
翻
刻
に
は
こ
の
四
首
は
見
え
な

い
。
し
か
し
実
際
に
国
会
図
書
館
本
を
見
て
み
る
と
、「
な
て
し
こ
は
」
の
歌
は
見
え

な
い
が
、
他
の
三
首
は
収
録
さ
れ
て
い
る
。
歌
番
号
109
「
俤
を
…
…
」、
同
306
「
お
も

ひ
き
や
…
…
」、
同
550
「
青
柳
の
…
…
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
国
会
図
書
館
本
の
総

歌
数
は
五
六
六
首
で
は
な
く
、
五
六
九
首
で
あ
る
。

（
５
）
武
井
氏
、
前
掲
書
、
四
七
五
―
四
七
六
頁
。

武
井
氏
は
乙
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

〈
Ｂ
・
乙
〉
応
安
８
年
＋
康
応
元
年
＋
応
永
７
年
＋
文
安
３
年
＋
明
応
９
年
奥
書

本
系
統

〔
構
成
〕
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑
＋
《
応
安
８
年
・
応
永
７
年
・
文
安
３
年

奥
書
》
＋
「
月
た
に
て
…
…
（
歌
）」
＋
『
天
神
様
御
作
十
二
時
之
御
詠
』
＋

《
明
応
９
年
奥
書
》
（
後
略
）

ま
ず
二
箇
所
の
「
応
安
８
年
」
と
《
明
応
９
年
奥
書
》
は
削
除
す
る
。
神
宮
文
庫
本

Ｃ
で
乙
a
の
構
成
を
確
認
す
る
と
、「
応
安
８
年
」
に
つ
い
て
は
、〔
１
〕（
春
・
夏
・

秋
・
冬
・
恋
・
雑
）
の
奥
書
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
神
宮
文
庫
本
Ｃ
で
見
て
み
よ
う
。

此
御
詠
者
應
安
八
年
二
月
二
十
五
日
花
山
院
僧
正
菅
家
之
一
流
秘
書
御
傳
受
之
時

御
作
（
中
略
）

康
應
元
年
七
月
廿
日
書
写
之

應
永
七
年
十
二
月
十
一
日
書
写
之

文
安
三
暦
八
月
七
日
書
写
之

こ
れ
は
甲
の
〔
１
〕
の
奥
書
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
第
一
節
で
取
り
上
げ
た
が
、
武

井
氏
は
甲
の
紹
介
に
お
い
て
は
「
応
安
８
年
」
を
入
れ
て
い
な
い
。
乙
の
紹
介
に
お

い
て
も
こ
れ
に
あ
わ
せ
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
奥
書
に
は
「
康
應
元

年
七
月
廿
日
書
写
之
」
と
あ
る
の
で
「
康
應
元
年
」
を
入
れ
る
こ
と
に
す
る
。
一
方

《
明
応
９
年
奥
書
》
に
つ
い
て
は
、
歌
の
直
前
に
書
か
れ
て
い
る
「
明
應
九
年
三
月

二
日
大
雨
の
夜
世
間
門

く
に
書
し
哥
」（
神
宮
文
庫
本
Ｃ
よ
り
引
用
）
を
指
し
て
い

る
の
だ
が
、
こ
の
場
合
は
奥
書
と
と
ら
え
な
い
ほ
う
が
よ
い
。
他
に
も
気
づ
い
た
点

が
あ
る
（
傍
線
部
）。
な
お
「
―十
―二
―時
―御
―詠
」
に
つ
い
て
は
、
甲
で
は
「
天
神
様
御
作

十
二
時
之
御
詠
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
乙
で
は
「
十
二
時
御
詠
」
と
書
か
れ
て
い

る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

（
６
）
武
井
氏
、
前
掲
書
、
四
七
六
頁
。

（
７
）
武
井
氏
、
前
掲
書
、
四
七
六
頁
。
な
お
高
松
宮
本
に
つ
い
て
は
、『
高御
松所
宮蔵
旧
有
栖
川

宮
御
本
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
目
録
』（
宮
内
庁
書
陵
部
、
昭
和
四
十
四
年
三
月
）
に

は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
三
〇
頁
）。

（
員
数
）

（
ネ
ガ

番
号
）

（
コ
マ
数
）

聖
廟
御
詠
注
　
江
戸
写
　
　
一
　
　
　
高
20

三
六

ま
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
資
料
目
録
﹇
８
―
２
﹈『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録

﹇
奥
書
刊
記
集
成
・
解
説
編
﹈』（
平
成
二
一
年
三
月
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
で

は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
現
在
の
資
料
番
号
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
所
蔵
す

る
紙
焼
写
真
の
請
求
番
号
等
が
確
認
で
き
る
（
158
（
横
19
）
頁
）。

〔
付
記
〕

貴
重
な
ご
蔵
書
の
閲
覧
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
人
間
文
化
研
究
機
構
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
の
皆
様
に
は
、
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

―
や
ま
ぐ
ち
・
ま
さ
よ
、
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
―
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